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過疎地奧能登と加賀は白山の麓の村々の郵便物は少なく、

偶然に近くの高畠局がメ第貮号であり面白いなと思い、加

賀と合わせて二重丸も集めてきました。二重丸の徳丸局は6

年間しか開局しておらず、この葉書は30年探してやっと入

手できました。 

出品の二重丸印の手紙は北前船の時代と重なっていて、

北前船の船頭が船主に商売の連絡であてたもので歴史を物

語るものです。また、二重丸の鈴屋局は、出展者は寡聞にし

て50年でこの1点しか知りません。持っておられる方は、ぜ

ひ、大事にしていただきたいです。白山の麓の小局の記番印

なんて見たことさえありません。日本中で一番難しいので

はないかと思います。 

日本郵趣協会金沢支部の先輩から受け継いだものと合わ

せて、50年間の収集の全てではありますが、 

今回の能登半島地震では、能登の半分は壊滅状態で過疎地

に逆戻ってしまいました。隠れたコレクションも、失われた

ことでしょう。能登人として、未曽有の大地震を忘れないた

めに、出展致します。 


